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長森南中学校の生き物調査

水辺共生体験館夏休み科学工作教室UVビーズ 

当ＮＰＯが行っているのは、自然保全の具体的な活動ではなく、環境や地域について知り、その知識を基に考
えて行動しようとする思いを育てる環境学習を行うことです。
環境の最初の一歩を楽しく面白いプログラムとして提供することで、その後の環境活動の裾野を拡げることが

できると考えています。そのため、環境や科学に対する興味を掻き立て、参加者自らが知りたいと思う「きっかけ」
や「楽しく学ぶ」場を提供し、楽しく体験できる講座を開催しています。
知る・学ぶ場としては、河川環境楽園水辺共生体験館や地域公民館で行う工作体験活動があり、環境と科学

について多角的に興味を持つように水や川・光・エネルギーを扱う親子科学教室や実験コーナー、水源林教室な
どを開催しています。
自分にできることにつなぐ学習活動としては、学校の総合学習の時間を利用した水や川を学ぶ学習活動があ

ります。特に、川が多く水の学習をする機会が多い岐阜県では、水や川を知り、生き物や川の上流の様子、身近な
川の防災まで体系的に学ぶことが必要と考えており、岐阜県や自治体環境課等とも協力して「川の生き物調査」
等の体験を含めた学習活動を毎年６～１０校で実施しています。

庵原川は静岡市清水区内を流れ清水港にそそぐ二級河川です。河川工事で治水上の安全は確保されつつ
ある一方で、生き物が住む場所は減少していく傾向にあります。全国的な問題となっているニホンウナギ減少の
要因には、生息環境の悪化が大きな要因の一つにあると言われていますが、庵原川でも昔は豊富に見られたニ
ホンウナギも少なくなってきているとともに、川に関心を持つ地域住民も減少し、防災や地域の魅力づくりの観点
からも問題となっています。
そこで、河川管理者であり、「土木の現場でつながろう！」をコンセプトとした「静岡どぼくらぶ」を進めている静
岡県静岡土木事務所と地域が協働でニホンウナギ等の水生生物の保護再生活動に取り組んでいます。
洗掘防止や根固め機能といった治水機能と水棲生物の生息空間確保機能を兼ね備えた「石倉カゴ」を設置

し、設置後のウナギ等の生息状況調査（モニタリング）やカゴ
保全等を庵原地区の有志で結成した「いはらの川再生ＰＪ
会」が中心となって行っています。会のメンバーは地元庵原
の若いお父さんやその子供達を中心に、東海大学海洋学部
水棲環境研究会、民間企業や専門家など約５０名です。
ニホンウナギの保護再生活動によって庵原の優れた河川
環境を次世代に残し、庵原で生まれた子供や若者をはじめ
とする庵原人が庵原川を誇りに思い、地域の宝物となるよう
な取組にしたいと日々 頑張っています。
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環境を知るはじめの一歩
「科学の知を生かす環境学習」

庵原川でつながる仲間たち

モニタリングの様子

いはらの川再生ＰＪ会
〒424－0943　静岡県静岡市清水区港町1丁目6番4号 （株）フタバコーケン内
TEL 080－6985－8742
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「いはらの川再生プロジェクト」
～ふるさとのニホンウナギを救え！
庵原から日本へ！そして世界へ！～


